
令和７年度 群馬県麻しん・風しん対策会議次第 

 

 

日時：令和 7 年 6 月 16日（月）18:30～20:00 

形式：Teams 開催 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議 事   

（１）麻しん及び風しんの発生動向について                   P1～15 

（２）風しんの追加的対策について                      P16～30 

（３）風しん抗体検査事業について                      P31～33 

（４）MRワクチンの流通状況について SR                 P34～37 

（５）特定感染症検査等事業を活用した麻しん抗体検査の新規実施について P38～40 

（６）令和７年度群馬県麻しん・風しん対策会議の取組について         P41 

（７）その他                       

 

 

４ 閉 会 
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群馬県内
８年ぶりの患者発生

R7年は全国で既に
129人の発生あり

平成27年3月
WHOから排除認定

3 0 1 2 0 0 0 0 0 0             0            4

 462 35 165 186 279 744 10 6 6 28           45         129   

麻しん患者数の推移（県内及び全国）

※R７年は群馬県は６/11時点、全国は第22週（6/1）までの速報値
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茨城県：19人
東京都：1６人
大阪府：14人
兵庫県：12人
：

群馬県：4人

R7年 麻しん 都道府県別/病型別報告数

群馬県
修飾麻しん：2人(1,4例目)
検査診断例：2人(2,3例目)
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R7年 麻しん 都道府県別/接種歴別報告数

群馬県
接種歴不明：2人(1,4例目)
1回接種：2人(2,3例目)
※詳細は個別事例参照

3



（参考）ワクチン接種の重要性について

厚生労働省検疫所FORTH：麻しん（はしか）－アメリカ大陸地域（2025年4月28日）

2019-2020年のワクチン接種率

2023-2024年のワクチン接種率

テキサス州で700件
以上の発生あり

2025年麻しん患者発生数

• 米国では、2000年に麻しん排除が達成されているが、2025年1月1日から
4月18日までに、WHOアメリカ大陸地域で、3例の死亡例を含む合計2,318
例の麻しん患者が確認されている。

• 年齢別には、5歳未満の小児が31％（n=249）、5～19歳が38％（n=304）、
20歳以上の成人が29％（n=231）、年齢不明が2％（n=16）を占めている。

• 症例の大部分（96％）はワクチン未接種または接種状況不明で、1％はMMR
ワクチンを1回接種、2％は2回接種していた。

• 入院が必要な症例は全体の11％（800例中85例）。5歳未満の小児では、
19％（249例中47例）に入院が必要であった。

• 小児のMMRワクチン接種率は近年、2019-2020年の95.2％から2023-
2024年の92.7％へと低下している。
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R7年 麻しん 週別/推定感染地域別報告数
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令和7年度流行性疾患患者通報業務
（令和7年1月1日～６月１1日）

■通報件数（件）
麻しん疑い 25

風しん疑い ３

麻しん・風しん疑い 1

合計 29

■PCR検査結果

麻しん ４件陽性

風しん 全て陰性

※その他１件報告は受けていないが、麻しん
患者の接触者が発症し、検査をした事例あり

■疑い患者概要（麻しん疑い＋麻しん・風しん疑い26名）

性別 男性：14名 女性：12名

平均年齢 29.0歳 （中央値：26.5歳）

予防接種歴 2回接種：4名 1回接種：5名 接種なし：2名 不明：15名

海外渡航歴 海外渡航歴あり：4名（うち3名ベトナム/陽性）〃なし：20名 〃不明2名
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すでに昨年の数を
上回っています
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県内発生事例① 令和7年3月21日

修飾麻しん
遺伝子型：B3
予防接種歴：不明
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県内発生事例② 令和7年４月26日

遺伝子型：B3
予防接種歴：1回（本人記憶）
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県内発生事例③ 令和7年5月4日

遺伝子型：B3
予防接種歴：1回（本人記憶）
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県内発生事例④ 令和7年5月13日

遺伝子型：B3
修飾麻しん
予防接種歴：1回（本人記憶）
※届出上は不明
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麻しんの発生状況について

群馬県（衛生環境研究所）の
HPに掲載しています
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麻しんの発生状況について

群馬県内の発生状況 他県での発生状況
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（参考）医師の皆様へ 群馬県（衛生環境研究所）のHPに掲載

麻しん・風しん（疑いを含む）患者向けリーフレット
やさしい日本語版、スペイン語版、ポルトガル語版、ベトナム
語版、ネパール語版、中国語版、英語版

麻しん接触者向けリーフレット（令和7年5月更新）
やさしい日本語版、ベトナム語版

やさしい日本語版 ベトナム語版

患者用

接触者用
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●平成24～25年に大流行
患者は主に成人男性
職場等での集団感染例多発
家族等への二次感染も発生

18 54 0 0 1 0 22 8 0 0 0 2            0             0  

2386 14344 319 163 126 91 2941 2298 101 12 15 12     7             6  

●平成30～令和元年にも流行
患者は主に30～50歳代男性
（ワクチンを1回も接種していない年代）

※R７年は群馬県は６/11時点、全国は第22週（6/1）までの速報値

風しん患者数の推移（県内及び全国）
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※R７年は群馬県は６/11時点、全国は第22週（6/1）までの速報値
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事業内容
・抗体検査
・予防接種（抗体価が低い者のみ）

目的 集団予防（風しんのまん延防止）

対象者
1962年(昭和37 年)4月2日～1979年(昭和54 年)4月1日までの
間に生まれた男性

実施主体 市町村

事業実施期間 平成31年4月～令和7年3月31日（当初は令和4年3月31日まで）

根拠
・特定感染症検査等事業実施要綱
・予防接種法

事業費の負担割合 国1/2 県1/2

その他

新型コロナウイルス感染症に伴う受診控え、健診の実施時期の見直し等の
様々な影響により、当初の見込みどおりには進まなかったため、令和7年
3月31日まで延長されていた。
※MRワクチンの供給不足により、ワクチン接種のみ2年間延長

風しんの追加的対策

平成30年夏以降の風しんの感染拡大を受け、過去に公的に予防接種を受ける機会がなかった世代
の男性を対象として、３年間、全国で抗体検査と予防接種法に基づく定期接種を実施することとした。
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風しんの追加的対策の目標と実績

群馬県 H31/R1 R2 R3 R4 R5 R6 累計

抗体検査件数
（件)

23,439 29,539 12,853 8,902 2,667 3,590 80,990

検査陰性者数
(人)

6,386 7,351 3,414 2,091 664 910 20,816

予防接種件数
(件)

5,433 5,976 3,314 1,751 592 790 17,856

検査受検率(％)

※累計
9.5 21.4 26.6 30.2 31.3 32.7 32.7

検査陰性者に

対する

予防接種率(％)

85.1 81.3 97.1 83.7 89.2 86.8 85.8

クーポン券累計発行人数（人） 247,430

実績

令和6年度群馬県麻しん・風しん対策会議の取組目標
成人男性に対する「風しんの追加的対策」を推進し、県平均で対象者の受検率40％以上、うち
陰性（予防接種対象）者のワクチン接種率95％以上をめざす。（最終年度）

目標
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※クーポン券発行枚数：247,430枚とする

検査受検数
（人）

23,439 52,978 65,831 74,733 77,400 80,990

クーポン券発行枚数に対する抗体検査受検率の年次推移

※累計
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検査陰性者（人） 6,386 13,737 17,151 19,242 19,906 20,816

接種件数（件） 5,433 11,409 14,723 16,474 17,066 17,856

検査陰性者に対するワクチン接種率の年次推移

※累計

19



20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

前
橋
市

高
崎
市

桐
生
市

伊
勢
崎
市

太
田
市

沼
田
市

館
林
市

渋
川
市

藤
岡
市

富
岡
市

安
中
市

み
ど
り
市

榛
東
村

吉
岡
町

上
野
村

神
流
町

下
仁
田
町

南
牧
村

甘
楽
町

中
之
条
町

長
野
原
町

嬬
恋
村

草
津
町

高
山
村

東
吾
妻
町

片
品
村

川
場
村

昭
和
村

み
な
か
み
町

玉
村
町

板
倉
町

明
和
町

千
代
田
町

大
泉
町

邑
楽
町

県
平
均

目標40％

県平均32.7%

クーポン券発行枚数に対する抗体検査受検率

クーポン券発行枚数：247,430枚とする

※累計
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県平均85.8%
目標95％

対象者：239,822人（陽性者＋接種者=78,030人）
陽性者：60,174人
陰性者：20,816人（予防接種：17,856人）

検査陰性者に対するワクチン接種率

※累計
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（参考）令和6年度風しんの追加的対策に係る群馬県の取組

➢ SNSによる周知（11月）
→群馬県デジタル窓口、X

➢ チラシの配布（12月）
→旅館組合、群馬県商工会議所連合会、生命保険会社、
群馬ヤクルト販売会社等へ配布

➢ ラジオ放送による周知（１～２月）
→ラジオ高崎、FMOZE、FMぐんま（スポット放送）

群馬県デジタル窓口 X（旧Twitter）

県民向け広報（抗体検査・予防接種）

医療機関・市町村への通知（予防接種）

チラシ

➢ 接種勧奨に関する通知
令和７年１月８日付感疾第736-89号通知
「麻しん及び風しんの定期接種対象者に対する積極的な接種勧奨等について（周知依頼）」

➢ 5期接種に風しん単味（R）ワクチンが使えることについての通知
令和６年１２月１９日付感疾第７３６-８４号通知
「乾燥弱毒性麻しん風しん混合ワクチンの今後の供給見通しについて（周知依頼）」
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都道府県別の抗体検査受検率

風しんに関する疫学情報：2025年5月14日現在（国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所 予防接種研究部）
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idss/rubella/2025/rubella250514.pdf

群馬県：33.2％
全国平均：32.2％
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風しんの追加的対策の進捗状況

第94回厚生科学審議会感染症部会（令和7年3月26日）資料から抜粋 24



風しんの発生動向

第94回厚生科学審議会感染症部会（令和7年3月26日）資料から抜粋 25



風しんに関する今後の対応について

第94回厚生科学審議会感染症部会（令和7年3月26日）資料から抜粋 26



出典：厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11921000-Kodomokateikyoku-Soumuka/13.pdf）

風しん抗体保有の基準について

風しんの感染予防に十分な免疫を
保有している値：HI法32倍以上
⇒群馬県風しん抗体検査事業
群馬県感染症流行予測調査

風しんの追加的対策で
予防接種を不要として
いる値：HI法16倍以上

感染症流行予測調査（国）
で抗体ありとしている値：
HI法8倍以上
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風しん抗体保有の基準について

事業別 抗体保有の基準（抗体あり）

風しん抗体検査事業
（妊娠を希望する女性）

HI法32倍以上

群馬県感染症流行予測調査 HI法32倍以上

風しんの追加的対策
（風しん第5期）

抗体保有：HI法8倍以上
定期接種対象：HI法16倍未満

感染症流行予測調査（国） HI法8倍以上
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■HI抗体価1:32以上の抗体
保有率は全体の76.1%
（R5年度61.7%）
■年齢群別の抗体保有率では、
40歳以上が最も高い
（86.2％）

*対象年齢：0～74歳

令和6年度群馬県感染症流行予測調査
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■EIA抗体価4.0以上の抗体
保有率は全体の82.7%
（R5年度80.6%）

*対象年齢：0～74歳

令和6年度群馬県感染症流行予測調査

30



事業内容
県内の医療機関に委託して、風しんウイルス抗体検査（ＨＩ法）
を実施

目的

個人予防（主に先天性風しん症候群予防）
先天性風しん症候群の発生防止及び風しんのまん延防止のた
めに、予防接種が必要である風しん感受性者を効率的に抽出
するとともに、県民の風しん予防に対する意識の向上を図る。

対象者
・妊娠を希望する女性
・妊娠希望女性の同居者
・抗体価の低い妊婦の同居者

実施主体 都道府県＋保健所設置市

本県における
事業開始時期

平成26年4月～

根拠 特定感染症検査等事業実施要綱

事業費の負担割合 国1/2 県1/2

群馬県風しん抗体検査事業
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■受診券交付件数（件）
女性 163

男性 139

合計 302

0

500

1000

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31/R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

受診券交付件数 年次推移（H26年～R6年）

群馬県 前橋市 高崎市

0

10

20

30

40

50

60

令和6年度受診券交付年齢

男 女

■県内受診券交付件数（件）
群馬県 302

前橋市 232

高崎市 426

合計 960

令和6年度群馬県風しん抗体検査事業
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抗体検査結果（抗体価別）

男 女

■抗体検査実施後の予防接種実施状況
抗体価 予防接種勧奨 予防接種実施 実施予定

HI法8倍未満： 14名 13名 1名 5名

HI法8倍： 35名 29名 6名 14名

HI法16倍： 63名 44名 15名 11名

EIA価8.0未満： 7名 3名 2名 0名

合計 119名 89名 24名 30名

※報告書に記入があった者に限る

43.8 %

N=119

■抗体検査実施件数（件）
女性 146

男性 126

合計 272

24

30

65

＜感受性者の予防接種実施状況＞

実施済 実施予定 不明
感受性者

令和6年度群馬県風しん抗体検査事業
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ＭＲワクチンの流通状況について①

Ｒ６.１…武田薬品の製品不具合により自主回収・他の２社も含め限定出荷対応
Ｒ６.３…国が定期接種を優先した適正な流通を依頼（通知）
Ｒ６.４…武田薬品の出荷が再開するも製品の有効期限を短縮

⇒ 武田社ワクチン使用医療機関を中心に供給が不足傾向に
Ｒ６.10…武田薬品が一部ロットの出荷見合わせたため不足が顕著に

⇒ 国は他の２社に供給を前倒し(代替品目の供給)するよう依頼
Ｒ６.11…武田薬品がＲ６年度内の出荷停止を公表

⇒ 国は他の２社の供給で「Ｒ６年度の不足分を確保可能」と通知
Ｒ７.１…武田薬品が出荷停止を継続し「Ｒ７.12以降の出荷再開を目指す」と発表

➢ 一定の供給量を確保しても医薬品流通の構造的問題から地域・施設間偏在が発生
➢ 現在はやや改善傾向が認められるが定期接種の円滑な実施に支障が出ている状態

※ＭＲワクチン製造事業者：①武田薬品工業株式会社 ②第一三共株式会社 ③阪大微生物病研究会

供給不足の経緯

当面の間(令和７年12月以降まで)供給が安定せず、接種を受けにくい状況が続く可能性が高い

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）は令和６年度当初から
武田薬品工業社ワクチンの製品不具合による供給不足が続いている
⇒ 改善傾向ではあるが円滑な接種の実施に支障が生じている
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ＭＲワクチンの流通状況について②

◎群馬県の対応

(1)ワクチン予約者数・在庫状況調査
①第１回調査結果（令和６年１０月）
・半数以上の医療機関が接種希望に応じられていない状況
・東毛地区を中心に不足状況が顕著であり、地域偏在が生じている

②第２回調査結果（令和７年２月）
・約半数の医療機関が接種希望に応じられていない状況
・第１回調査以後の流通状況について９０％以上が「悪化」「変化無し」と回答
・在庫量が必要量の４割に届いておらず、希望しても接種できないまま定期接種
期間が終了する者が多数発生する可能性がある

➢ 医師会及び医薬品卸協同組合と連携した予約者数・在庫状況調査を実施
➢ 調査結果を基に県内の流通調整を実施（適正発注・納品と地域偏在解消を依頼）
➢ 国へ情報提供するとともに製造事業者への供給調整・制度的対応を要望

(2)県内の流通調整
・医薬品卸協同組合と連携し地域偏在解消のための流通調整を実施

(3)国への情報提供・要望
・国に「供給量に対する国の認識と地域の実情が異なる」旨情報提供
・県単位の対応では限界があることから、製造事業者への積極的な供給調整と、
供給不足で定期接種が受けられない者への制度的対応を要望
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ＭＲワクチンの流通状況について③

◎国の対応：日本小児科医会や群馬県等自治体の意見・要望に対応

(1)令和６年度内にＭＲワクチンを接種できなかった者への対応について
➢ 供給不足により令和６年度内に定期接種期間に接種できなかった者については、

令和７年４月１日から２年間、定期予防接種の特例として公費接種を受けられる

➢ 製造事業者に対して、卸に供給スケジュールを早期に提示して出荷量見通しの不安を解消
するよう要請。

➢ 卸各社に対して、不足を訴えた自治体・医療機関への配送及び安定供給について協力要請
するとともに、医療機関への供給見通しを早期に提示するよう依頼。

➢ 接種できずに定期接種期限を迎える者が一定数想定されることから、３月末までに接種が
できなかった者について、２年間の接種期間の延長を行う。

(2)対象者：令和６年度に定期接種対象であった以下の者
①第一期：１歳以上２歳未満の小児
②第二期：年長の学年（小学校入学前の１年間）の小児
③第五期：抗体保有率が低い昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれ

（令和６年度に45歳から62歳）の男性
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ＭＲワクチンの流通状況について④

◎現在の流通状況と今後の見通し

◼ 県内卸売業者の流通状況の推移

ＭＲワクチンの流通状況を引き続き注視する

✓ 武田社ワクチンの供給開始(早くても令和７年12月以降)までは供給不足が継続する可能性がある

(1)令和７年１月下旬

(2)令和７年２月下旬

(3)令和７年５月中旬

➢ 既存の得意先には柔軟に対応できている卸もあるが、全体的に厳しい状況
➢ 武田社ワクチンの取扱量が多かった卸を中心に、需要に応えられない
➢ 武田社の代替品を中心に卸間の流通量の偏在が見られる

➢ 武田社ワクチンの代替品の供給量が増加し、供給状況が改善傾向
➢ 依然として医療機関からの発注数に100%応じられる状況ではない

➢ 代替品が順調に入荷するようになり、在庫に余裕が出てきた卸もあり
➢ 一方で予約数に応じた納品ができない卸もあり、全体的には未だ潤沢とは

言えない状況が継続している
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令和７年度 

群馬県麻しん・風しん対策会議の取組（案） 

 

１ ワクチン接種について 

第１期（満１歳以上２歳未満）・第２期（５歳以上７歳未満で、次年度に 

小学校へ入学する人）予防接種について、県平均 95％以上の接種率を達成

・維持する。 

・接種率の低い市町村に対する支援、助言 

・未接種者に対する勧奨の強化 

 

２ 周知啓発 

抗体検査・任意接種の啓発を強化する。 

・医療関係者、児童福祉施設等職員、学校等職員、海外渡航者、公共交  

通機関、観光業関係者に対する予防啓発 

・妊娠希望女性及びその周囲の者に対する任意接種の啓発強化 

 

３ 平常時からの準備 

平常時から患者発生に備える。患者発生時は迅速に対応する。 

・疑い段階からの情報収集、関係機関連携（情報共有） 

・遺伝子検査による確実な診断 

・麻しん患者発生時の感染拡大防止措置の強化 

（感染拡大防止のため、必要な限度で、患者が感染性のある時期に立ち

寄った場所等の公表・医師会等への迅速な情報提供を実施） 
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〇保護者の意識向上・予防接種の積極的勧奨

・未接種者に対する電話、はがきによる個別の接種勧奨

・乳幼児健診の保健指導で接種歴の確認と、未接種者への接種勧奨（直接勧奨）

・入学説明会、就学時健診等でのチラシ配布

・ホームページ、公式LINE、Instagram、広報等による情報発信

・市町村独自のモバイルアプリ（予防接種スケジュール管理アプリ）での周知

・新生児訪問時に予防接種の必要性について説明

〇環境上の理由

・国内での麻しんの流行により、MRワクチンへの関心が高まった

・予診票再発行手続きの電子化

・集団接種と個別接種の両方をもうけた

〇集計上、人口上の理由

・転入者や出生数が多く、接種者数が対象者数を上回った

・前年度中に1歳になった児が年度を跨いで接種を行った

定期接種率が95％を上回った/前年度より上がった理由
～市町村への聞き取りから～

※追加資料



〇MRワクチンの供給不安定

・予約制限を行っていたため、接種したくても予約ができなかった

・接種期間の延長やワクチン不足により、接種勧奨が十分にできなかった

〇保護者の意識・環境上の理由

・保護者が予防接種を希望しない（自然派育児、反ワクチン派）

・予防接種に対する保護者の理解・関心不足

〇勧奨の方法の課題

・外国籍児への予防接種案内、接種歴の把握等

〇集計上・人口上の理由

・他市町村や国外で接種した児が計上されていない（転入者）

・対象年齢人口が少ない市町村は、一人の未接種でも接種率が大きく低下

・対象者数の基準日の関係で、出生数の低下や対象児の転出に伴い（未接種者が

居なくても）接種率が低下する

定期接種率が95％を下回った/前年度より下がった理由
～市町村への聞き取りから～

※追加資料




